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はじめに 

現在、阿久和小学校は、一般学級数が６学級（小規模校）となっており、横浜市で最も児童数が少ない学校

となっています。また、今後も小規模校の状態が継続していく見込みです。そのため、「『阿久和小学校・いず

み野小学校』通学区域と学校規模適正化等検討部会」において、隣接するいずみ野小学校との間で、阿久和小

学校の適正規模化に向けて具体的に検討しており、10 月 18 日に第３回検討部会を開催しました。今後も、こ

の検討部会での検討状況等については、本ニュースを発行し、保護者の皆様や両校の通学区域内にお住まいの

皆様にお伝えしていきます。 

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

１ 基本的な学校統合の考え方 

仮に阿久和小学校といずみ野小学校を学校統合する場合、阿久和小学校・いずみ野小学校の両校を閉校し、

統合した新しい学校を開校します。統合した新しい学校は、これまでの両校の歴史を引き継ぎながら、児童や

保護者、地域の皆様とともに、新たな歴史を歩んでいくこととなります。 

２ 児童数及び学級数について（令和３年５月１日時点） 

令和３年度義務教育人口推計が９月１日に公表されたため、児童数及び学級数を更新しました。 

また、最新の推計に基づき仮に統合した場合のシミュレーションを行いました。通学区域については阿久和

小学校といずみ野小学校の通学区域を合わせた範囲とし、現在設定されている特別調整通学区域（指定校： 

和泉小学校、受入校：いずみ野小学校）はそのまま継続するものとして算出しています。 

※「特別調整通学区域」とは、就学・入学先の学校の選択肢が増える制度です。設定区域内の保護者は子ど

もの就学・入学時に指定校と受入校のいずれかを希望により選択できます。選択にあたっては、特に必要な

要件等はありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【R３】令和３年５月１日現在の実数値 【R４以降】令和３年度義務教育人口推計による推計値（一般学級） 

●第３回検討部会の決定事項など● 

・  仮に統合する場合の統合時期及び通学区域の案や使用 

校舎のデータなどを参考にして、阿久和小学校の学校規 

模適正化について検討を行いました。 

・ 検討の結果、令和６年４月に両校を統合すること及び 

使用校舎をいずみ野小学校とすることを当部会の方向性 

として決定しました。 

・  第４回検討部会では、通学区域案について引き続き検討するとともに、学校名の

決め方及び通学安全についても検討することになりました。 
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  日時：令和３年 10月 18日（月） 

      18時 30分から 

  会場：いずみ野地域ケアプラザ  

多目的ホール 

「阿久和小学校・いずみ野小学校」 

通学区域と学校規模適正化等 

検討部会ニュース  
 

第３号 

学校名  R３ R４ R５ R６ R７ R８ R９ 
個別支援 
学級(R3) 

保有 
普通教室 

阿久和小 
児童数 57 55 62 65 65 65 63 15 

17 
学級数 6 6 6 6 6 6 6 3 

いずみ野小 
児童数 311 306 296 286 285 275 257 10 

15 
学級数 12 12 12 12 12 11 11 2 

  
  R３ R４ R５ R６ R７ R８ R９  

統合校 
児童数 ― ― ― 351 350 340 320  

学級数 ― ― ― 12 12 12 12  
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３ 仮に学校統合する場合の時期について 

(１)学校統合時期の考え方 

   両校の交流期間の確保や使用校舎となる学校の内部改修の期間等を考慮すると、令和６年４月の統合が

最適な時期と考えられます。 

   ※令和５年４月に統合する場合、両校の交流期間は令和４年度となりますが、令和４年度の大きな行事の

日程等についてはすでに各校で決定しているため行事を合同で実施するといった交流を図れない、また大

規模な内部改修工事が必要な場合に、設計・工事期間が十分に確保できないといった課題があります。 
 

(２)学校統合時期に応じた関係する学年について 

仮に令和６年４月に統合した場合に関係する年齢・学年（下図 左：現在、右：統合時）を示しています。 

 

令和３年４月現在  令和６年４月 

３歳  小１ 
４歳  小２ 
５歳  小３ 
小１  小４ 
小２  小５ 
小３  小６ 
小４  卒業 
小５  卒業 
小６  卒業 

 

４ 仮に学校統合する場合の通学区域案について 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

和 泉 小 

阿 久 和 小 

いずみ野中 

いずみ野小 

児童の心理的負担を考慮し、現在の阿久和小学校の

通学区域といずみ野小学校の通学区域を合わせた 

区域を統合校の通学区域とした場合（現在設定されて

いる特別調整通学区域（１ページ２の※参照）   

（図の斜線部分）は解除しないものとする）。 

【凡 例】 

小学校･･･････････････ 

中学校･･･････････････ 

小学校通学区域･･･････ 

中学校通学区域･･･････ 

統合校の通学区域案･･･ 

行政区域･････････････ 

特別調整通学区域･････ 
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５ 仮に学校統合する場合の使用校舎について 

（１）両校の校舎の基本情報 

 阿久和小学校 いずみ野小学校 

開校年度 昭和 57 年度（40 年目） 昭和 53 年度（44 年目） 

親校 原小学校 和泉小学校 

中学校区 いずみ野中学校 

校地面積 10,699 ㎡ 11,541 ㎡ 

グラウンド面積 2,729 ㎡ 3,483 ㎡ 

保有教室数 17（一般学級） 15（一般学級） 

特別教室 
理科室１、音楽室１、図工室１ 

家庭科室１、視聴覚室１、図書室１ 
理科室１、音楽室１、図工室１ 

家庭科室１、視聴覚室１、図書室１ 

体育施設 
体育館１ 

屋外プール１ 
体育館１ 

屋外プール１ 
体育館使用可能面積 

（廊下・更衣室等を除く） 
約 480 ㎡ 約 480 ㎡ 

プール面積 
約 180 ㎡ 

（25m×５レーン） 
約 180 ㎡ 

（25m×５レーン） 

耐震改修の必要性 なし なし 

 

（２）使用校舎の考え方 

「横浜市立小・中学校の通学区域制度及び学校規模に関する基本方針」より抜粋 

 本市では、市域の大半が市街地であり、その道路交通事情等の状況を踏まえると、自転車通学は難し

いことから、徒歩による通学を原則とする。徒歩での通学を前提に、児童生徒の体力・通学安全などを総

合的に勘案し、望ましい通学距離は、小学校では片道おおむね２キロメートル以内、中学校では片道お

おむね３キロメートル以内とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

両校の通学区域を合わせた範囲を統合校の通学区域とする場合、阿久和小学校、いずみ野小学校の

いずれの校舎を使用する場合も、通学区域内からの通学距離はおおむね２キロメートル以内となります

が、特別調整通学区域の最南端から阿久和小学校までの通学距離は２キロメートルを超えてしまいます

（４ページの通学区域図参照）。 
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【参考】通学区域図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 比較範囲 最も遠い場所 距離 時間 

阿久和小を使用する場合 
いずみ野小通学区域内  約 2.0km 徒歩約 25 分 

特別調整通学区域内  約 2.8km 徒歩約 37 分 

いずみ野小を使用する場合 

阿久和小通学区域内  約 1.2km 徒歩約 15 分 

いずみ野小通学区域内  約 1.5km 徒歩約 19 分 

特別調整通学区域内  約 1.9km 徒歩約 25 分 

 

 

和泉小 

いずみ野小 

いずみ野中 

阿久和小 

【凡 例】 

小学校･･･････････････ 

中学校･･･････････････ 

小学校通学区域･･･････ 

中学校通学区域･･･････ 

行政区域･････････････ 

特別調整通学区域･････ 
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６ 主な質問や発言 （凡例 ☆：参加者からの発言  ⇒：事務局より説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒（仮に統合する場合の統合時期及び通学区域の案や使用校舎のデータについて、事務局から説明） 

☆ 阿久和小学校の通学区域外から阿久和小学校に子どもを通わせたいという保護者の方がいらっしゃいま

す。統合する場合、そういった通学区域外の方々に対しても説明をしていただけるのでしょうか。 

⇒ 事務局から御説明させていただくことはやぶさかではありません。 

☆ 子どもにとってはとても重要な話です。絶対に必要な説明だと思います。 

☆ 共働きの家庭が多く、自治会離れも進んでいるため、（通学区域に関して）情報が届いていない家庭も多

くあります。教育委員会から情報を発信してほしいです。 

☆ 阿久和小学校の通学区域外からの通学でも、かまくらみちに近い地域であれば通学距離も長くないと思

います。 

☆ 阿久和南四丁目の一部は原小学校の通学区域となっていますが、原小学校までは遠いです。かまくらみ

ちは狭く、危険なため、複数の学校を選択できる地域を新たに設定しても良いと思います。 

☆ 和泉町に設定されている特別調整通学区域（２ページ、４ページの通学区域図の斜線部分）は、どのよ

うな経緯で設定されたのでしょうか。 

⇒ 当該地域の自治会より、通学安全上の理由から通学区域調整の要望書が提出されたため、平成 28年度に

設定をしました。 

今回提示している通学区域案はあくまで案であるため、部会から要望があれば一部の地域に特別調整通

学区域を設定することも可能です。 

☆ 阿久和南四丁目の一部は、現在も阿久和小学校に通っている児童と原小学校に通っている児童が混在し

ています。 

☆ 保護者になるべく早めに説明をすると良いと思います。児童の安全を一番に考えた通学区域にしていた

だきたいです。 

☆ 様々な御意見があると思いますが、今後引き続き検討することとし、阿久和小学校といずみ野小学校を

統合することを検討部会の方向性とするということでいかがでしょうか。 

☆ 賛成です。通学区域の話は並行して検討することとし、まずは統合の方向性を決めるのが良いと思いま

す。 

（異議なし） 

☆ それでは、阿久和小学校といずみ野小学校を統合することを検討部会の方向性とします。次に統合時期

についてです。学校側の準備等も考慮すると令和６年４月が望ましいと思いますがいかがでしょうか。 

（異議なし） 

☆ それでは、統合時期は令和６年４月とします。次に使用校舎についてです。資料に記載のある通学距離

を考慮するといずみ野小学校を使用することが望ましいと思いますがいかがでしょうか。 

（異議なし） 

☆ それでは、使用校舎はいずみ野小学校とします。事務局から事務連絡をお願いします。 

⇒ 阿久和小学校といずみ野小学校を統合すること、統合時期を令和６年４月とすること、使用校舎をいず

み野小学校とすることについて部会の皆様で意見をまとめていただきました。通学区域については特別

調整通学区域の設定等様々な御意見があったため、各団体で意見を集約していただき、第４回検討部会

で引き続き検討していただければと思います。 

☆ 特別調整通学区域は、この部会で要望すれば設定していただけるのですか。 

⇒ 最終的にまとめていただく意見書に基づき、設定に向けた手続きを行います。 
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７ いずみ野小学校 PTA からいただいた御意見（⇒ 事務局回答） 

  令和３年７月８日、いずみ野小学校 PTAから「阿久和小・いずみ野小 通学区域と学校規模適正化等につい

ての意見報告」をいただきました。７月 20 日に、いただいた御質問等のうち主なものに関して、事務局とし

ての考え方をお知らせする文書をいずみ野小学校の保護者の皆様に配付いたしましたので、その内容も含めて

御紹介いたします。そのほかの御質問等につきましては、令和２年 11月 17日、18日に開催した保護者説明会

においていただいた御質問等と類似するものもありましたので、「阿久和小学校・いずみ野小学校の学校規模

に関する説明会報告」を御覧いただければと思います。説明会報告はホームページに掲載しています。 

ホームページ URL: https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/kyoiku/sesaku/tekiseika/

shokibo/akuwaizumino.html 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆第４回検討部会について ※会議は非公開とすることを決定しました。 

 ・日時：令和４年１月 18 日（火）18 時 30 分から 

 ・会場：横浜市いずみ野地域ケアプラザ 多目的ホール    

・検討内容：統合校の通学区域、学校名の決め方、通学安全 

◆「阿久和小学校・いずみ野小学校」通学区域と学校規模適正化等検討部会の経過等について 

部会の会議案内や会議録、ニュースについては、ホームページからも御覧になれます。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/ 

kyoiku/sesaku/tekiseika/shokibo/akuwaizumino.html 

◆事務局（お問い合わせ先） 

 皆さまからの御意見や御質問を受け付けております。Ｅメール、電話またはＦＡＸでお寄せ下さい。 

 横浜市教育委員会事務局学校計画課 

Ｅメール：ky-seya2020@city.yokohama.jp  TEL：045-671-325２  FAX：045-651-1417  

 

・阿久和小学校といずみ野小学校を統合する場合、使用校舎をいずみ野小学校とし、いずみ野小学校の学校

名を残すのが良いのではないか。 

⇒仮に学校統合することとなった場合には、これまで両校が歴史を積み重ねてきたことから、その歴史を引

き継ぎながら、児童、保護者、地域の皆さまとともに、新たな統合校の歴史を歩んでいただきたいと考え

ております。 

また、使用校舎や学校名についても、その点を踏まえたうえで第３回の検討部会の中で議論していただく

予定です。特に、使用校舎については、通学距離・時間、通学安全や教室数などの施設状況をもとに議論

をしていただきます。 

・統合して通学距離が長くなる場合、周辺の通いやすい学校（和泉小学校等）を選択することはできるの

か。 

⇒横浜市では、住所によって就学すべき学校を指定する通学区域制度を基本としています。仮に学校統合す

ることとなった場合には、検討部会の中で、通学区域についても議論していただきます。 

次回の第３回検討部会では、通学区域等の案を事務局からお示しさせていただき、通学距離・時間、通学

安全などを考慮しながら、通学区域の変更も含め議論をしていただく予定です。 

・見守り当番やいずみ野小学校独自の活動などはどうなるのか。 

⇒仮に学校統合することとなった場合には、それぞれの学校の良い取組を引き続き実施していけるよう、保

護者・地域の皆様と学校で相談しながら検討をしていきます。 

・子どもたちや地域の方々に向けて賛否等のアンケートを実施する予定はあるのか。 

⇒部会委員の皆様には各団体の御意見を集約していただいているため現時点ではアンケートを実施する予定

はございませんが、検討部会ニュース等に記載する連絡先（下記参照）まで御意見、御質問をいただけれ

ば、いただいたすべての御意見等を検討部会で報告し、検討の参考にしていただいております。 

・神奈川県や関係部署と連携し、県営阿久和団地に家族層を呼び込む工夫をすると良いのではないか。 

⇒神奈川県の担当部署とは情報共有をしており、県営阿久和団地に関する計画についても随時確認を行って

います。現在、46号棟までの新築情報は把握しておりますが、児童数が劇的に増加する見込みは少ない

と考えております。 

・阿久和小学校を閉校し、阿久和小学校の通学区域内の児童は原小学校といずみ野小学校を選択して通学す

るようにすれば良いのではないか。 

⇒１つの学校を単独に閉校して在籍児童を複数の学校に分散させるという方法は、児童の心理的負担などの
配慮を考えると、実施することは好ましくないと考えています。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/kyoiku/sesaku/tekiseika/shokibo/akuwaizumino.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/kyoiku/sesaku/tekiseika/shokibo/akuwaizumino.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/

